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この小論ではヒンディー語で書かれた詩論書を研究する際配慮すべき視点を提示し, 

初期のヒンディー詩論書の若干の特徴を指摘する。但し韻律学には触れない。

<ヒンディー詩論書を研究するための視点>

一般に, ヒンディー詩学をサンスクリット詩学の延長に置いて, 単に学問上の

系譜の上からのみ評価する傾向がある。そして殆どの ヒンディー文学史家は, 学

問としての初期のヒンディー詩学の質について辛辣な意見を述べている。 この根

拠として, 体系として頂点を極めた観のあるそれ以前のサンスクリット詩学の総

体, ヒンディー詩論家が必 しも完成されたサンスクリット詩学に完全には精通 し

ていなかつた事実, 彼 らが詩論書を書いた動機は学問的興味 よりはむしろ実利的

関心であつた事情, 等を挙げている。 これ らはいずれ も否定できない現実ではあ

るが, ヒンディー詩学を正当に評価するため問題を再考したい。

問題を(1)詩 論書成立の背景, (2)詩論の理論的側面に分けて考える。

(1)詩学(Kavyasastra)・ 文学理論は1つ の学問ではあつても自然科学のよ うな

・普遍的 ・絶対的な法則 ・基準 を前提 とするものではない。文学とい う言語を媒体

とす る高度に人間的な芸術を研究対象 とするため, 背景となる文化 ・価値基準 ・

審美観に応 じて独特の体系を持つ事が可能である。更に詩論家を中心に言えば, 

同時代の文学嗜好の傾向 ・思潮 ・学問的伝統といつた環: 境因子と, 詩論家自身の

資質 ・教・養 ・職業といつた個人的因子も詩論書の内容を決定する要素である。

(2)詩学が研究対象 とす る言語芸術 は, 作者(kavi)と テキス ト(kavya)と 鑑

賞者(sahrdaya)の 三者が相互に関係しあつて成立 している。従 つて この三者 が

各 々と関係する次の三つの在 り方が想定される。

(1)作者とテキス トの関係は所謂詩人教育(kavi siksa)に 属する。例えばalarp-

kara, rasa, dhvaniは 幾通 りあるめか, 詩作の際各々を如何に効果的に使用す べ

きか, が問題となり教示 される。

(2)テキス トと鑑賞者の関係は主にrasaの 味 わい(rasasvadana)と い う主題 の

元に論じられ, 詩学の規範からみた欠陥(dosa), 美質(guna)も この中で論議 さ
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れ る。

(3)鑑賞 者 と作 者 の関 係 で は, 詩 人 は鑑 賞 者 に何 を伝 達 す る た め詩 作 す る の か, 

とい う事 が 問 題 と され る。 即 ち詩 作 の 目的(prayojana)が 扱 わ れ る。

以 上 の 事 を 図 示 す る と下 の如 くに な る。

<初期 ヒ ンデ ィー詩 論 書 の若 干 の 特 徴>

一 般 に言 語 史 の観 点 か らは, ヒ ンデ ィー語 を含 む近 代 イ ン ド ・ア ー リア ン諸 語

の 歴 史 は西 暦1000年 頃 よ り始 ま る と され る6又 ヒン デ ィ ー文 学 史 の 観 点 か ら も, 

ほ ぼ この時 期 よ り, 先 行 す る中期 イ ン ド ・ア ー リア ン諸 語 の 各 種 プ ラ ー ク リッ

ト ・アパ ブ ラ ン シ ャの文 学 か ら, 主 題 ・文体 ・傾 向 ・韻 律 を継 承 した ヒ ンデ ィー

文 学 が 発 展 した。 一 方 詩 論 書 の分 野 に お い て は, 一 般 に16世 紀 の 中頃 のKrpa-

ram作Hittarahgipiを もつ て ヒ ンデ ィー 詩 論 書 の 噂 矢 と し, 実 質 的 に は16世 紀

末 ・17世 紀 初 め の ヒ ンデ ィー詩 論 家Kesavdas以 降 が問 題 とな る。 こ う した ヒ ン

デ ィ ー語 で書 か れ た詩 論 書 の, 他 の文 学 ジ ャ ンル に比 べ た 出現 の遅 れ の大 きな理

由は, 他 の 学 問 の 例 に もれ ず, 詩 学 の分 野 に お い て もサ ンス ク リ ッ トが伝 統 学 術

言 語 と して 用V)ら れ てい た事 で あ る。 因 にKesavdasの 約 半 世 紀 後, シ ャー ジ ャ

ハ ー ン帝 と同時 代 のJagannathaは サ ン ス ク リッ トでRasagangadharaを 作 して

い る。 従 つ て ヒ ンデ ィ ー文 学 にお い て大 き な転 換 期 で あ る19世 紀 の 中頃 まで を, 

ヒ ンデ ィー 詩 論 書 の 初 期 の歴 史 と便 宜 的 に規 定 す る。 この 区分 は ヒ ンデ ィー文 学

史 上Bhakti時 代 の 末 よ りRiti時 代 ま で を 含 め た 時 期 に あ た る。 従 つ て 特 に こ

の 時 期 の ヒ ンデ ィー 詩 学 をRitisastraと 呼 ぶ 事 もあ る。ritiと い う語 は ヒ ンデ ィ

ー 文 学 の 文 脈 で用 い られ る時, サ ン ス ク リ ッ トの 「文 体 」 とい う意 味 よ り も広 く, 

「詩 の作 法 」 又 は 「詩 道 」 の意 味 で, 当時 「道 」 を意 味 す るpanthと い う語 も同

義 に用 い た。Bhagirath Misraの 「ヒ ンデ ィー 詩 学 の歴 史 」 に は, こ の 時 代 区 分

に 含 まれ る42人 の 詩 論 家 と各 々の 作 品 の 解 説 が あ る。
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ム ガ ル 帝 国 が 分裂 衰 微 して い く過 程 で, 当 時 の デ リー の 詩 人 を 含 む芸 術 家 達 は

地 方 の有 力 な 封建 領 主 に 経 済 的 庇護 を 求 め て 散 つ て い つ た。 当 時 の 封建 領 主 の 生

活 は豪 奢 で俗 世 の享 楽 を異 常 な まで に 追 求 し, 趣 味 と して の芸 術 が 愛 好 され た。

こ う した 一種 の デ ィ レ ッ タ ン トに奉 仕 した詩 人 の職 業 は世 襲 で あ り, 低 い 階 層 に

属 して い た。 この時 代 の ヒ ンデ ィー詩 論 書 は専 ら こ うした詩 人達 自身 に よつ て書

か れ た。 そ の 目的 は非 常 に 明確 で, 主 人 の た め に, あ るい は詩 人 とい う職 業 を世

襲す る後 継 者 た る我 が子 に詩 作 の教 科 書 を作 る事 だ つ た。 彼 ら の 主 な 仕 事 は, 

MammataのKavyaprakasa, VisvanathaのSahityadarpa胆 を手 本 に, それ らを

当時 の ヒ ンデ ィー の文 学 語 で あ るBrajbha頭 で主 に韻 文 の形 で移 しな おす 事 だ つ

た。

彼 らが 手 本 と した サ ンス ク リ ッ ト詩 学 の理 論 面 はMammataのKavyaprakasa

(11世 紀末頃)に お い て 一応 完 成 さ れ た。dhvani, alarpkara, rasa, riti, vakrokti

とい つ た個 別 の理 論 は, dhvaniを 根 底 に全 て整 然 と組 み込 ま れ 体 系 化 さ れ た。

又Kesavdasの 時 代 ま で に 詩 学 の 各 部 分, 例 え ばdhvani, alamkara, nayika

bheda等 は煩 雑 な ま で に細 分 類 が進 み, 混 乱 の様 相 を呈 してい た。 こ う した詩 論

の 成 果 と状 況, 又 時 代 の風 潮 が 初 期 ヒ ンデ ィー詩 論 書 の性 格 を か な り制 限 した事

実 は無 視 で き ない。 加 えて こ の時 代 の詩 論 家 と され る人 々 の多 くが本 来 宮 廷 詩 人

で あ り, サ ン ス ク リ ッ ト詩 学 に精 通 した学者 で は な か つ た事 も看 過 で き ない。

最 後 に 一 つ だ け この 時 代 の 詩 論 書 の 独 自性 を挙 げ る な ら, 時 代 の精 神 を反 映 し

てrasa特 にsrngararasaと, それ と密 接 に 関 係 す るnayikabhedaの 解 説 に

精 力 が 傾 け られ た 事 で あ る。 詩 論 の主 題 にdhvaniで は な く, 不 完 全 で は あ るが

rasaを 復 活 させ た事 は, 以降 の ヒ ンデ ィー詩 論 書 の特 徴 と方 向 を 決 定 す る も の

と して 重 要 で あ る。
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